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【研
究

ノ

ー

ト
】

伊
藤
仁
斎
の
訓
読
法
と

『論
語
古
義
』
の
成
立
過
程
に
関
す
る
研
究

(二
)
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伊
藤
仁
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『論
語
古
義
』
「林
本
」
訳
注
(二
)

【論
語
古
義

学
而
篇
第
二
～
四
章
】

〈学
而

篇

第

二
章

〉

【本

文
】

有
子
目
、
其
為
人
也
孝
弟
、
而
好
犯
上
者
、
鮮
臭
。
不
好
犯
上
、
而
好
作
乱
者
、
未
之
有
也
。
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231伊藤仁斎の訓読法と『論語古義』の成立過程に関する研究(二)

響

き
下
し
茎

有
子
ノ
曰
く
、
其
ノ
人
と
為
り
や
孝
弟
に
し
て
、
上
ヲ
犯
ス
コ
ト
ヲ
好

ム
者

ハ
、

乱
ヲ
作
ス
コ
ト
ヲ
好
ム
者

ハ
、
未
ダ
之
レ
有

ラ
ず
。

【小

註
】

有
子
、
孔
子
弟
子
。
名
若
。
犯
上
、
謂
干
犯
在
上
之
人
。

問
、
自
不
為
不
善
也
。
蓋
明
孝
弟
為
本
然
之
善
也
。

鮮

シ

。

上

を

犯

ス

コ
ト

ヲ
好

マ
ず

シ

テ

、

鮮
、
少
也
。
乱
、
謂
逆
理
乱
常
之
事
也
。
言
孝
弟
之
人
、
不
待
学

【書
き
下
し
文
】

有
子
ハ
、
孔
子
ノ
弟
子
。
名

ハ
若
。
上
ヲ
犯
す

ハ
、
上

二
在
る
の
人
ヲ
干
犯
ス
ヲ
謂
ふ
。
鮮

ハ
、
少

な
り
。
乱

ハ
、
理
に

逆
ひ
常
を
乱
る
の
事
ヲ
謂
ふ
。
言
ふ
こ
こ
ろ
ハ
、
孝
弟

の
人
は
、
学
問
ヲ
待
た
ず
シ
テ
、
自

ラ
不
善

ヲ
為
ず
。
蓋
し
孝
弟

ハ

本
然
の
善
為
る
を
明
か
ス
。

【現
代
語
訳
】

「
有
子
」
は
、
孔
子
の
弟
子
で
、
名
は
若
。
「上
を
犯
す
」
は
、
在
上
の
人
に
は
む
か
う

こ
と
を
言
う
。

「鮮
」
は

"す
く
な

い
"
の
意
味
で
あ
る
。
「乱
」
は
、
道
理
に
反
し
日
常
的
規
範
を
守
ら
な
い
類

い
を
言
う
。
そ
の
意
味
は
、

"孝
悌
な
者
は
、
学

問
に
よ
ら
な
く
て
も
、
自
然
に
悪
事
は
働
か
な

い
"
。
思
う
に
、
有
子
の
言
葉
は
、
孝
悌
が
人
に
本
来
的

に
備
わ

っ
て
い
る
善

的
性
質

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

(2)



【注
釈
A
I
稿
本
】

[乱
、
謂
逆
理
乱
常
之
事
也
…
…
]

以
下

の
部
分
は

「第

二
本
」

で
は

「乱
を
作
す
と
は
、
則
ち
悼

逆
争
闘

の
事
を
為

す
。
此
れ
、
人
能
く
孝
弟
な
れ
ば
、
則
ち
其
の
心
和
順
に
し
て
、
上
を
犯
す
を
好
む
こ
と
少
な
く
、
必
ず
乱
を
作
す
こ
と
を

好
ま
ざ
る
の
人
な
る
を
言
ふ
な
り
」。
ほ
ぼ
底
本
の
形
に
な
る
の
は

コ
兀
禄
九
年
校
本
」

の
書
き
入
れ
の
段
階
。

人文学部研究論集(第4号 〉

【注
釈
B
ー
主
著
】

[孝
弟
為
本
然
之
善
]

『童
子
問
』
下

一
九
で
は

「東
夷
西
戎
南
蛮
北
狭
、
声
教
の
聾
ぱ
ざ
る
所

、
言
語

の
通
ぜ
ざ
る

所
」
で
も
必
ず

「孝
弟
忠
信
を
以
て
善
と
為
す
」
と
さ
れ
る
。
『語
孟
字
義
』
良
知
良
能
1
で
は

「良
知
良
能
」
(
11

「四
端
」)

を

「本
然
之
善
」
と
す
る
。

【注
釈
C
I
出
典
そ
の
他
】

[有
子
、
孔
子
弟
子
。
名
若
]

『論
語
集
註
』
。

[犯
上
、
謂
干
犯
在
上
之
人
]

『諭
語
集
註
』
。

[鮮
、
少
也
]

『論
語
注
疏
』
(注
)
、
『論
語
集
註
』
。

[逆
理
乱
常
之
事
]

『論
語
集
註
』
(程
子
語
)
中
の
表
現
。

[本
然
之
善
]

『中
庸
章
句
』
1
、
『孟
子
集
註
』
尽
心
上
15
。

(3)
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【本

文
】

君
子
務
本
。
本
立
而
道
生
。
孝
弟
也
者
、
其
為
仁
之
本
与
。
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【書
き
下
し
文
】

君
子
本
ヲ
務
ム
。
本
立

つ
テ
道
生

ル
。
孝
弟

ハ
、
其
レ
仁
の
本
為
ル
か
。

伊藤仁斎の訓読法と『論語古義』の成立過程に関する研究(二}

【小

註
】

務
、
専
力
也
。
本
、
猶
根
也
。
言
君
子
之
所
為
、
皆
法
之
所
在
、
不
可
不
則
焉
。
君
子
凡
事
専
用
力
於
根
本
。
根
本
既
立
、
則

其
道
生
々
不
巳
也
。
故
為
仁
者
、
以
孝
弟
為
本
、
則
仁
道
充
大
、
而
足
以
保
四
海
也
。

響

き
下
し
文
】

務

ハ
、
カ

ヲ
専

ニ
ス
ル
な
り
。
本

ハ
、
猶

ヲ
根
ノ
ご
と
し
。
言
ふ
こ
こ
ろ

ハ
、
君
子
の
為
る
所
は
、
皆
な
法
の
在
る
所
、

則
ラ
ず
ン
ハ
ア
ル
可
か
ら
ず
。
君
子

ハ
凡
ソ
事
専

ラ
カ
ヲ
根
本

二
用

ユ
。
根
本
既

二
立

つ
ト
キ

ハ
、
則
ち
其

ノ
道
生

々
し
て

巳
マ
ず
。
故

二
仁
ヲ
為
ム
ル
者

ハ
、
孝
弟
ヲ
以
て
本
ト
為
ル
ト
キ

ハ
、
則
ち
仁
道
充
大
シ
テ
、
而
以
テ
四
海

ヲ
保
ツ
ニ
足
る
。

【現
代
語
訳
】

「務
」
は
力
を
専

一
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
本
」
は

"根
本
"
に
同
じ
。
そ
の
意
味
は
、
"
君
子

の
行
う
こ
と
は
、
す

べ
て
法
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
必
ず
お
手
本
と
さ
れ
る
。
君
子
は
あ
ら
ゆ
る
事
に
お
い
て
根
本
に
力
を
注
ぐ
。
根
本
が

確
立
す
れ
ば
、
そ
の
道
は
生
き
生
き
と
活
動
し
て
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
仁
を
修
め

る
者

は
、
孝
悌
を
根

.本
と
す
れ
ば
、
仁

の
道
は
充
実
拡
大
し
て
い
き
、
天
下
全
体
を
被
う
こ
と
に
な
る
"
。

㈲

 

【注
釈
A
I
稿
本
】

[君
子
之
所
為
、
皆
法
之
所
在
、
不
可
不
則
焉
]

こ
の
語
は

「元
禄
九
年
校
本
」
の
書
き
入
れ
段
階
で
初
め
て
現
わ
れ
る
。
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「定
本
」
で
は
削
除
の
指
示
。

[故
為
仁
者
、
以
孝
弟
為
本
…
…
]

以
下
の
議
論
は

「
元
禄
九
年
校
本
」
の
付
箋
で
初
め
て
現
わ
れ

る
。
「定
本
」
で
は

こ
の
前
に

「孝
弟
な
る
者
は
其
れ
仁
に
至
る
の
本
か
」
と
い
う
語
を
挿
入
の
指
示
あ
り
。
こ
れ
は

「林

本
」
の
、
こ
の
箇
所

に
対
す
る

「此
く

の
如
き
と
き
は
仁
を
為
る
の
本
と
よ
め
と
云
に
似
て
あ
し
し
。
故
に
按
ず
る
に
、
孝

弟
を
以
て
仁
に
至

る

の
本
と
為
、
か
や
う
に
て
は
い
か
ん
」
と
い
う
付
箋
を
承
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【注
釈
B
l
主
著
】

[君
子
之
所
為
、
皆
法
之
所
在
…
…
]

『語
孟
字
義
』
君
子
小
人
1
に

「君
子
は
天
下
の
儀
表
」。

[道
生

々
不
已
H

「生
々
」
論
的

「道
」
観
は
、

『語
孟
字
義
』
天
道
4
。
「道
」
は

「生

々
化
々
の
妙
を
形
容
す
る
語
」

と
は
、
『語
孟
字
義
』
理
1
、
「道
」
の

「流
行
」
を
言
う
も
の
は
、
『語
孟
字
義
』
徳
3
、
『童
子
問
』
下
二
九
。
「道
」
が
空

間
的
、
時
間
的
に
充
満

・
貫
徹
し
、
摩
滅
し
な

い
と
す
る
例
は
、
『語
孟
字
義
』
学

2
、
『童
子
問
』
上

 
四
、
中
七
二
。

【注
釈
C
I
出
典
そ
の
他
】

[務
、
專
力
也
]

『論
語
集
註
』。

[本
、
猶
根
也
]

『論
語
集
註
』。

[君
子
凡
事
專
用
力
於
根
本
]

『論
語
集
註
』
。

〔根
本
既
立
、
則
其
道
生
々
不
已
]

『論
語
集
註
』
に

「根
本
既
に
立
て
ば
、
則
ち
其

の
道
自
ら
生
ず
」。

[故
為
仁
者
、
以
孝
弟
為
本
]

『論
語
集
註
』
(程
子
語
)
に

「故
に
仁
を
為
す
に
は
孝
弟
を
以
て
本
と
為
す
」
。

[仁
道
充
大
]

『論
語
集
註
』
(程
子
語
)
に

「其

の
道
充
大
」
。

[足
以
保

四
海
]

『孟
子
』
梁
恵
王
上
7
、
公
孫
丑
上
6
。

(5)
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【大

註
】

此
章
総
賛
孝
弟
之
為
至
徳
也
。
孝
弟
之
心
、
人
人
具
足
、
雌
骸
提
之
童
、
亦
皆
有
之
。
人
道
之
大
本
、

万
善
之
所
由
生
。
雌

仁
道
之
大
、
不
能
不
以
此
為
本
臭
。
則
孝
弟
之
徳
、
不
其
大
乎
。
孟
子
日
、
該
提
之
童
、
無
不
知
愛
其
親
也
。
及
其
長
也
、

無
不
知
敬
其
兄
也
。
親
親
、
仁
也
。
敬
畏
、
義
也
。
無
他
。
達
之
於
天
下
也
。
其
意
以
謂
、
仁
義
非
他
、
拡
充
孝
弟
之
心
、
而

達
之
於
天
下
、
是
也
。
与
有
子
之
言
、
分
明
若
合
符
節
。
蓋
祖
述
之
也
。
而
編
者
以
此
置
諸
首
章
之
次
。
蓋
明
孝
弟
乃
学
問

之
本
根
。
有
旨
哉
。

【書
き
下
し
文
】

此
ノ
章
総
ベ
テ
孝
弟

の
至
徳
為
ル
コ
ト
ヲ
賛

ス
ル
な
り
。
孝
弟

の
心
は
、
人
人
具
足
し
、
接
提
の
童

と
雌
も
、
亦
た
皆
な

之
有
り
。
人
道
の
大
本
、
万
善
の
由
り
て
生
ず
る
所
。
仁
道
の
大
と
讐

・
此
を
以
て
本
と
為
ざ
る
こ
と
能
は
ず
・
則
ち
孝

弟
の
徳
、
其
れ
大
な
ら
ず
や
。
孟
子
曰
く
、
該
提
の
童
も
、
其
ノ
親
を
愛
す

る
を
知
ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
其
の
長
ず

る
に
及

ん
で
や
、
其
の
兄
を
敬
ふ
を
知
ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
親
を
親
し
む
は
、
仁
な
り
。
長
を
敬
ふ
は
、
義
な
り
。
他
無
し
。
之
を

天
下
に
達
す
る
な
り
、
と
。
其
ノ
意
に
以
謂

へ
ら
く
、
仁
義
は
他
に
非
ず
、
孝
弟
の
心
を
拡
充
し
て
、
之
を
天
下
に
達
す
る
、

是
な
り
。
有
子
の
言
と
、
分
明
に
符
節
を
合
す
る
が
若
し
。
蓋
し
之
を
祖
述
す
る
な
り
。
而
し
て
編
者
此

ヲ
以
テ
諸

レ
ヲ
首

章

の
次
に
置
く
。
蓋
し
孝
弟

ハ
乃
ち
学
問
の
本
根
ナ
ル
コ
ト
ヲ
明
か
ス
。
旨
有
る
か
な
。

【現
代
語
訳
】

こ
の
章

は
す
べ
て
孝
悌
が
最
高

の
徳
で
あ
る
こ
と
を
称
賛
し
て
い
る
。
孝
悌
の
心
は
、
あ
ら
ゆ
る
人

に
備
わ

っ
て
い
て
、

二
、
三
歳
の
幼
児
で
も
み
な
そ
の
心
を
も

っ
て
い
る
。
孝
悌
は
人
の
道

の
根
本
で
あ
り
、
す
べ
て
の
善
が
そ
こ
か
ら
生
じ
る
。

大
な
る
仁
道
も
、
こ
の
孝
悌
を
根
本
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
と

い
う
わ
け
で
、
孝
悌

の
徳
は
偉
大
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
『孟

i6)



子
』

に

「
二
、
三
歳

の
幼
児

で
も
、
必
ず
親
を
愛
し
、
成
長
す
れ
ば
目
上
の
人
を
尊
敬
す
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
。
親
に
親

し
む
の
は
仁
、
目
上
を
敬
う

の
は
義
で
あ
る
。
他

で
も
な
い
。
親
を
親
し
み
目
上
の
者
を
敬
う
こ
と
を

、
天
下
に
広
め
る
の

で
あ
る
」
と
あ
る
。
こ
の
孟
子
の
言
葉

の
意
味
を
考
え
て
み
る
と
、
仁
義
と
は
孝
悌

の
心
を
推
し
広
め
て
、
そ
れ
を
天
下
全

体
に
ゆ
き
わ
た
ら
せ
る
こ
と
以
外
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
有
子
の
語
と
ま
さ
し
く
符
節
を
合
す
。
お
そ

ら
く
有
子
は
孟
子
の

語
を
祖
述
し
た
の
だ
ろ
う
、
そ
し
て
、
『論
語
』
の
編
者
が
こ
れ
を
首
章

の
次
に
置

い
た
の
は
、
孝
悌
こ
そ
が
学
問

の
根
本
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
深

い
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

入文学部研究論集(第4号)

【注
釈
A
I
稿
本
】

こ
の
部
分
が
ほ
ぼ
底
本
の
形
に
な
る
の
は

「
元
禄
九
年
校
本
」
の
付
箋
の
投
階
。
各
稿
本
の
改
訂
の
あ
と
が
甚
だ
し
い
た

め
、
以
下
、
「第
二
本
」
「元
禄
九
年
校
本
」
「定
本
」
の
改
訂
前

の
全
文
を
掲
げ
る
。
な
お
、
「元
禄
十
六
年
定
本
」
は
底
本
と

ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
「此
章
総
賛
孝
弟
之
為
至
徳
也
」
の
あ
と
に

「蓋
し
天
下
の
美
徳
は
、
仁
よ
り
大
な
る
も
の
莫
し
」

の
語
が

あ
る
。

(7)

 

「第
二
本
」

「此
れ
孝
弟

の
美
徳
為
る
を
言
ひ
て
、
仁
道

の
大
と
錐
も
、
此
を
以
て
本
と
為
す
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
な
り
」
。

226

「元
禄
九
年
校
本
」

「
此
れ
孝
弟
の
美
徳
為
る
を
言
ひ
て
、
以
て
仁
を
為
さ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
必
ず
此
を
以
て
本
と
為
さ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
」。
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「定
本
」

「
此
の
章
総
べ
て
孝
弟

の
至
徳
為
る
こ
と
を
賛
す
る
な
り
。
蓋
し
其
の
入
と
為
り
孝
弟
な
る
者
は
、
其

の
性

の
最
善

に
し

て
、
道
に
近
き
者
な
り
。
則
ち
其
の
上
を
犯
し
乱
を
作
す

の
事
無
き
こ
と
、
必
ず
知
る
可
し
。
此
れ
則
ち

徳
に
進
み
聖
と
作

る
の
基
本
に
し
て
、
以
て
仁
に
至
る
可
し
。
仁
は
道
な
り
。
孝
弟
は
其
の
本
な
り
。
筍
く
も
此

の
本
自
り

し
て
、
之
を
充
た

せ
ば
、
則
ち
所
謂
道
な
る
者
生
生
し
て
已
ま
ず
。
猶
ほ
源
有
る
の
水
、
之
を
導
き
て
流
れ
て
四
海
に
放
り
、
根
有
る
の
木
、

之
を
培
ふ
と
き
は
、
則
ち
以
て
天
に
参
ず
ぺ
き
が
ご
と
し
。
故
に
曰
く
、
孝
弟
な
る
者
は
其
れ
仁
の
本
為

る
か
、
と
。
見
る

可
し
。
道
と
云
ふ
は
、
乃
ち
仁
を
指
す
な
り
。
而
し
て
孝
弟
は
乃
ち
其

の
本
な
り
。
編
者
此
を
以
て
諸

れ
を
首
章

の
次
に
置

く
。
蓋
し
孝
弟
は
乃
ち
学
問
の
本
根
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
。
旨
有
る
か
な
」
。

【注
釈
B
I
主
著
】

[孝
弟
之
為
至
徳
]

孝
を

「善
の
至
極
」
「善

の
至
大
」
と
す
る
の
は
、
『大
学
定
本
』
1
、
4
。

[孝
弟
之
心
、
人
人
具
足
]

不
孝
の
人
は
入
間
で
は
な

い
と
の
考
え
は
、
『童
子
間
』
中
四
〇
。

[拡
充
]

「拡
充
」
に
つ
い
て
ま
と
ま

っ
た
考
え
を
述
べ
て
い
る
箇
所
は
、
署
叩孟
字
義
』
仁
義
礼
智

2
、
3
、
性
5
、
学

2
、
四
端
之
心
2
、
良
智
良
能
1
、
『童
子
問
』
上

一
二
、

一
五
、
二

一
、
四
二
、

『仁
斎
日
札
』
9
、
42
、
『孟
子
古
義
』
公

孫
丑
上
6
、
離
婁
上
1
、
下
18
、
告
子
上
8
。

[祖
述
]

「祖
述
」
に
関
し
て
ま
と
ま

っ
た
考
え
を
述
べ
て
い
る
箇
所
は
、

『語
孟
字
義
』
附

「論
尭
舜
既
没
邪
説
暴
行

又
作
」、

『童
子
問
』
上
五
、
下
五

一
、
『中
庸
章
句
』
26
。

[孝
弟
乃
学
問
之
本
根
]

『論
語
古
義
』
子
路
20
論
註
で
は

「
聖
門
の
教
は
必
ず
孝
弟
を
以
て
本
と
為
し
、
忠
信
を
主
と

為
す
」。
『古
学
先
生
文
集
』

一

「送
吉
田
元
発
序
」
で
は

「孝
を
外
に
し
て
別
に
所
謂
学
な
る
者
無
し
」。

霊
叩孟
字
義
』
忠
信

2
、
『論
語
古
義
』
学
而
8
小
註
で
は
、
「忠
信
」
が
学
問
の
根
本
と
さ
れ
る
。

(8)
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【注
釈

C
ー

出
典
そ
の
他
】

[…
…
人
道
之
大
本
、
万
善
之
所
由
生
]

『孝
経
』
開
宗
明
義
に

り
」
。[核
提
之
童
、
無
不
知
愛
其
親
也
。
及
其
長
也
、
無
不
知
敬
其
兄
也
。

也
}

『孟
子
』
尽
心
上

15
。

[拡
充
]

『孟
子
』
公
孫
丑
上
6
、
尽
心
上
15
、
尽
心
下
31
。

[祖
述
]

『中
庸
』
26
。

「孝
は
徳

の
本
な
り
、
教

へ
の
由
り
て
生
ず
る
所
な

親
親
、
仁
也
。
敬
長
、
義
也
。
無
他
。
達
之
於
天
下

【論

註
】

論
日
、
仁
者
天
下
之
大
徳
也
。
慈
愛
之
心
、
自
内
及
外
、
自
遍
至
遠
、
充
実
通
徹
、
莫
所
不
達
、
即
是
仁
也
。
故
孟
子
日
、
人

皆
有
所
不
忍
。
達
之
於
其
所
忍
、
仁
也
。
即
有
子
以
孝
弟
為
仁
之
本
之
意
。
蓋
孝
弟
、
性
也
。
仁
義
、

徳
也
。
性
者
以
有
於

己
而
言
。
徳
者
以
達
於
天
下
而
言
。
孟
子
以
孝
弟
為
其
良
知
良
能
、
則
孝
弟
堂
非
人
之
性
乎
。
易
日
、
立
人
之
道
、
日
仁
与

義
。
中
庸
日
、
知
仁
勇
三
者
、
天
下
之
達
徳
也
。
仁
義
堂
非
天
下
之
道
徳
乎
。
而
孟
子
又
以
仁
義
為
入

之
固
有
者
、
何
也
。

是
以
仁
義
名
性
也
。
非
為
性
之
名
。
所
謂
以
仁
義
名
牲
者
、
若
日
人
之
性
善
。
故
以
仁
義
為
其
性
也
。
毫
藍
千
里
之
謬
、
正

在
於
此
。
不
容
於
不
弁
。

(9}
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【書
き
下
し
文
】

論

二
日
ク
、
仁

ハ
天
下
の
大
徳
な
り
。
慈
愛
の
心
、
内
自
り
外
に
及
び
、
掴
き
自
り
遠
き
に
至
り
、
充
実
通
徹
し
て
、
達

せ
ざ
る
所
莫
き
、
即
ち
是
れ
仁
な
り
。
故

二
孟
子
ノ
日
ク
、
人
皆
な
忍
ヒ
ざ
ル
所
有
り
。
之
ヲ
其
ノ
忍
フ
所

ロ
ニ
達

ス
ル
ハ
、

仁
な
り
、
と
。
即
ち
有
子
孝
弟
ヲ
以
テ
仁
ノ
本
ト
為

の
意
。
蓋
し
孝
弟
は
、
性
な
り
。
仁
義
は
、
徳
な
り
。
性
は
己
に
有
す
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る
を
以
て
言
ふ
。
徳
は
天
下
に
達
す
る
を
以
て
言
ふ
。
孟
子
孝
弟
を
以
て
其
ノ
良
知
良
能
と
為
る
と
き

は
、
則
ち
孝
弟
宣
に

人

の
性
に
非
ず

や
。
易
に
曰
く
、
人
の
道
を
立

つ
、
曰
く
仁
と
義
と
、
と
。
中
庸
に
曰
く
、
知
仁
勇

の
三
者
は
、
天
下
の
達

徳
な
り
、
と
。
仁
義
堂
に
天
下
の
道
徳
に
非
ず
や
。
而
る
に
孟
子
又
た
仁
義
ヲ
以
テ
人
の
固
有
ト
為

ル

ハ
、
何
ぞ
や
。
是
れ

仁
義

ヲ
以

テ
性

二
名
づ
ク
ル
な
り
。
性

の
名
と
為
る
に
非
ざ
る
な
り
。
所
謂
仁
義
を
以
て
性
に
名
つ
く

る
者

ハ
、
人
の
性
、

善
と
日
ふ
が
若
し
。
故
に
仁
義
を
以

て
其
ノ
性
ト
為
。
毫
麓
千
里

の
謬
、
正

二
此

二
在

リ
。
弁
セ
ず

ン
ハ
あ
る
容
か
ら
ず
。

【現
代
語
訳
】

仁
が
性
で
な

い
こ
と
に

つ
い
て
論
じ
る
。

仁
は
天
下
全
体
を
被
う
徳
目
で
あ
る
。
慈
愛
の
心
が
心
の
中
か
ら
外
に
溢
れ
出
て
、
身
近
な
所
か
ら
遠
き

へ
と
進
み
、
充

満
し
浸
透
し
て
、
す
み
ず
み

へ
と
及
ん
で
い
く
。
こ
れ
が
仁
で
あ
る
。
だ
か
ら

『孟
子
』
に

「人
に
は
お
さ
え
ら
れ
な
い
同

情
心
が
あ
る
。
そ
れ
を
赤

の
他
人
に
推
し
及
ぼ
す
こ
と
が
、
仁

で
あ
る
」
と
言
う
。

つ
ま
り
、
有
子
が
孝
悌
を
仁
の
根
本
と

し
た
の
と
同
意

で
あ
る
。
思
う
に
、
孝
悌
は
性
で
あ
り
、
仁
義
は
徳
で
あ
る
。
性
と
は
自
分
に
備
わ

っ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
言
う
。
徳
と
は
天
下
に
通
用
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
言
う
。
孟
子
は
孝
悌
を
人

の
良
知
良
能
と
し
て

い
る
の
だ
か
ら
、
や

は
り
孝
悌
は
人

の
性

で
あ
る
。
『易
』
に

「人
の
道
を
立
て
て
、
仁
と
義
と
よ
ぶ
」
、
『中
庸
』
に

「知

・
仁

・
勇
の
三

つ
は
、

天
下
に
通
用
す
る
徳
で
あ
る
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
や
は
り
仁
義
は
天
下
の
道
徳

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

『孟
子
』
は
仁
義
を

人
に

「
固
有
」

の
も
の
と
も
し
て
い
る
.
こ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
仁
義
に
よ

っ
て
性
を
飾

っ
て
言

っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
性
の
別
名
と
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。
仁
義
に
よ

っ
て
性
を
飾

っ
て
言
う
と
い
う
の
は
、
「人
の
性
は
善
」
と

い
う

の

と
同
様
で
あ
る
。
だ
か
ら
仁
義
を
性
と
し
て
い
る
の
だ
。
初
め
の
ほ
ん
の
わ
ず

か
な
差
が
の
ち

の
ち
の
大
き
な
違

い
へ
と
つ

な
が
る
。
だ
か
ら
こ
の
二
つ
の
違

い
を
弁
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

い
の
で
あ
る
。

{10}



【注
釈
A
I
稿
本
】

こ
の
部
分
が
ほ
ぼ
底
本
の
形
に
な
る
の
は

「
元
禄
九
年
校
本
」
の
改
訂
後

の
段
階
。
各
稿
本

の
改
訂

の
あ
と
が
甚
だ
し

い

た
め
、
以
下
、
「第
二
本
」
コ
兀
禄
九
年
校
本
」
「定
本
」
の
改
訂
前
の
全
文
を
掲
げ
る
。
な
お
、
「元
禄
十

六
年
定
本
」
は
底
本

と
ほ
ぼ
同
じ
。

人文学部研究論集(第4号)

「第
二
本
」

「仁
は
人

の
美
徳
に
し
て
、
万
善

の
本
な
り
。
蓋
し
慈
愛
の
徳
、
充
実
通
徹
し
て
、
至
ら
ざ
る
所
莫

き
を
、
之
れ
仁
と
謂

ふ
。
故
に
、
人
能
く
其
の
忍
び
ざ
る
の
心
を
推
し
て
、
達
せ
ざ
る
所
莫
き
と
き
は
、
則
ち
仁
為
り
。
蓋

し
学
ん
で
仁
に
至
る

を
以
て
言
ふ
。
夫
れ
孝
弟
は
、
性
な
り
。
己
に
有
す
る
を
以
て
言
ふ
。
仁
義
は
、
徳
な
り
。
天
下
に
達
す
る
を
以
て
言
ふ
。

何
を
以
て
之
を
言
ふ
か
。
孟
子
曰
く
、
人
の
学
ば
ず
し
て
能
く
す
る
所
の
者
は
、
其

の
良
能
な
り
。
慮
ら
ず
し
て
知
る
所
は
、

其

の
良
知
な
り
。
接
提

の
童
も
、
其
の
親
を
愛
す
る
を
知
ら
ざ
る
こ
と
無
く
、
其
の
長
ず
る
に
及
ん
で
や
、
其
の
兄
を
敬
ふ

を
知
ら
ざ
る
こ
と
無
き
な
り
、
と
。
孝
弟
は
人
の
性
為
る
こ
と
明
ら
か
な
り
.
中
庸
に
曰
く
、
知
仁
勇

の
三
者
は
天
下
の
達

徳
な
り
、
と
。
孟
子
亦
曰
く
、
既
に
飽
く
る
に
徳
を
以
て
す
と
は
、
仁
義
に
飽
く

る
を
言
ふ
な
り
、
と
。
仁
義
は
徳

の
名
為

る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
而
る
に
孟
子
曰
く
、
仁
義
礼
智
は
外
よ
り
我
に
錬
か
す
に
非
ざ
る
な
り
。
我
之
を
固
有
す
と
は
、
何

ぞ
や
。
蓋
し
孔
孟

の
仁
義
を
以
て
性
と
為
す
者
は
、
是
れ
仁
義
を
以
て
性
に
名
つ
く
る
な
り
。
性
の
名
に
非
ず
。
故
に
曰
く
、

親
を
親
し
む
は
仁
な
り
。
長
を
敬

ふ
は
、
義
な
り
、
と
。
量
に
仁
義
を
以
て
性
に
名
つ
く
る
に
非
ず
や
。
人

の
性
、
善
と
謂

ふ
が
若
し
。
故
に
仁
義
を
以
て
性
と
為
す
は
、
則
ち
可
。
仁
義
を
以
て
性
中

の
名
と
為
す
は
、
則
ち
不
可
。
毫
麓
の
差
も
千

里
の
謬
。
其
れ
弁
ぜ
ざ
る
容
け
ん
や
」。

(11)
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コ
兀
禄
九
年
校
本
」

「論
に
曰
く
、
仁
は
天
下
の
大
徳
な
り
。
智
者
は
焉
を
利
と
し
、
仁
者
は
焉
に
安
ん
ず
。
蓋
し
慈
愛

の
心
、
内
自
り
外
に
及

び
、
溜
き
自
り
遠
き
に
至
り
、
充
実
通
徹
し
て
、
達
せ
ざ
る
所
莫
き
は
、
仁
な
り
。
故
に
孟
子
曰
く
、
人
皆
な
忍
び
ざ
る
所

有
り
。
之
を
其

の
忍
ぷ
所
に
達
す
る
は
、
仁
な
り
。
人
皆
な
為
さ
ざ
る
所
有
り
。
之
を
其
の
為
す
所
に
達

す
る
は
、
義
な
り
、

と
。
有
子
孝
弟
を
以
て
仁

の
本
と
為
す
。
是
な
り
。
蓋
し
孝
弟
は
、
性
な
り
。
仁
義
は
、
徳
な
り
。
性

は
己
に
有
す
る
を
以

て
言
ふ
。
徳
は
天
下
に
達
す
る
を
以
て
言
ふ
。
孟
子
曰
く
、
接
提
の
童
も
、
其

の
親
を
愛
す
る
を
知
ら
ざ
る
こ
と
無
く
、
其

の
長
ず
る
に
及
ん
で
や
、
其

の
兄
を
敬
ふ
を
知
ら
ざ
る
こ
と
無
き
な
り
、
と
。
孝
弟
は
人
の
性
為
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
中

庸
に
曰
く
、
知
仁
勇

の
三
者
は
天
下
の
達
徳
な
り
、
と
。
孟
子
曰
く
、
既
に
飽
く
る
に
徳
を
以
て
す
と

は
、
仁
義
に
飽
く
る

を
言
ふ
な
り
、
と
。
仁
義
は
徳
の
名
為
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
或
ひ
と
曰
く
、
孟
子
の
所
謂
仁
義
礼
智

は
外
よ
り
我
に
鐸
か

す
に
非
ざ
る
な
り
、
我
之
を
固
有
す
と
、
此

の
言
と
相
異
な
る
は
、
何
ぞ
や
、
と
。
曰
く
、
此
れ
本
と

四
端

の
心
を
指
し
て

言
ふ
。
仁
義
礼
智
は
即
ち
性
な
り
と
日
ふ
に
非
ず
。
所
謂
固
有
と
云
ふ
者
は
、
即
ち
性
と
日
ふ
も
の
と
自
ら
別
な
り
。
蓋
し

孔
孟

の
仁
義
を
以
て
性
と
為
す
者
は
、
是
れ
仁
義
を
以
て
性
に
名
つ
く
る
な
り
。
性

の
名
と
為
す
に
非

ず
。
孟
子
曰
く
、
側

隠
の
心
は
仁
な
り
。
差
悪

の
心
は
義
な
り
。
恭
敬
の
心
は
礼
な
り
。
是
非

の
心
は
智
な
り
、
と
。
又
曰

く
、
親
を
親
し
む
は

仁
な
り
。
長
を
敬
ふ
は
、
義
な
り
、
と
。
是
な
り
。
其
の
所
謂
側
隠

の
心
は
仁
の
端
な
り
。
差
悪
の
心

は
義

の
端
な
り
。
辞

譲
の
心
は
礼

の
端
な
り
。
是
非
の
心
は
智
の
端
な
り
、
此
れ
正
に
其

の
理
を
言
ふ
者
な
り
.
蓋
し
端
は
本
な
り
、
始
な
り
。

四
端

の
心
を
拡
充
し
て
仁
義

に
至
る
を
謂
ふ
な
り
。
学
者
、
其

の
言
の
各
お
の
当
た
る
仮
有
る
を
知
り

て
可
な
り
。
千
里
毫

贅
の
謬
、
正
に
此
に
在
り
。
弁
ぜ
ざ
る
容
か
ら
ず
」
。

(12)

 

「定
本
」

「論
に
曰
く
、
仁
は
天
下
の
達
道
に
し
て
、
人
の
焉
に
由
り
て
行
は
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
而
し
て
其
の
本
に
循
ふ
と
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ノ

き
は
、
則
ち
人
性
の
善
、
此
の
四
端
を
具
ふ
。
筍
も
拡
げ
て
之
を
充

つ
れ
こ
と
を
知
る
と
き
は
、
則
ち
以

て
仁
に
至
る
可
し
。

故
に
孟
子
曰
く
、
人
皆
な
忍
び
ざ
る
所
有
り
。
之
を
其

の
忍
ぷ
所
に
達
す
る
は
、
仁
な
り
、
と
。
又
曰
く
、
側
隠

の
心
は
仁

の
端
な
り
、
と
。
又
曰
く
、
親
を
親
し
む
は
仁
な
り
。
他
な
し
。
之
を
天
下
に
達
す
る
な
り
、
と
。
有

子
孝
弟
を
以
て
仁

の

本
と
為
す
。
其
の
言
相
符
す
。
蓋
し
孟
子
之
を
祖
述
す
る
な
り
。
先
儒
の
説
に
以
為
ら
く
、
仁
義
は
人

性
具
ふ
る
所

の
理
、

性
中
只
仁
義
有
る
の
み
。
局
ぞ
嘗
て
孝
弟
有
ら
ん
、
と
。
若
し
其

の
説

の
如
く
ん
ば
、
則
ち
仁
は
体
に
し
て
本
為
り
。
孝
弟

は
用
に
し
て
末
為
り
。
是
に
於
い
て
有
子

の
言
と
相
盤
す
る
に
似
た
り
。
故
に
曰
く
、
仁
を
為
す
は
孝
弟

を
以
て
本
と
為
す
。

性
を
論
ず
る
は
仁
を
以
て
孝
弟
の
本
と
為
す
、
と
。
然
れ
ど
も
既
に
、
其
の
人
と
為
り
や
孝
弟
と
日
ひ
、
又
た
本
立

つ
て
道

生
ず
と
日

へ
ば
、
則
ち
其
の
孝
弟
を
以
て
仁

の
本
と
為
す
こ
と
知
る
可
し
。
然
ら
ば
則
ち
孟
子
口
仁
義

を
以
て
固
有
と
為
る

は
、
何
ぞ
や
。
蓋
し
謂
ら
く
、
人
の
性
、
善
。
故
に
仁
義
を
以
て
其
の
性
と
為
す
な
り
。
此
れ
仁
義
を

以
て
性
に
名
つ
く
る

な
り
。
直
ち
に
仁
義
を
以
て
人
の
性
と
為
す

に
非
ざ
る
な
り
。
毫
萱
千
里

の
謬
、
正
に
此
に
在
り
。
弁
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」。

【注
釈
B
I
主
著
】

[慈
愛
之
心
、
自
内
及
外
、
自
選
至
遠
、
充
実
通
徹
、
莫
所
不
達
、
即
是
仁
也
]

同
旨
の
言
は
、
竈
開
孟
字
義
』
仁
義
礼
智

1
、
『中
庸
発
揮
』
18
、
『論
語
古
義
』
公
冶
長
4
大
註
、
顔
淵
1
大
註
、
『童
子
問
』
上
四
三
、
中
六
、

『古
学
先
生
文
集
』
五

「同
志
会
筆
記
」
13
、
『孟
子
古
義
』
梁
恵
王
上
1
。
『論
語
古
義
』
憲
問
17
大
註
で
は

「仁
は
大
徳
な
り
。
慈
愛
の
深
き
こ
と
、

処
り
て
は
則
ち
天
下
を
弘
済
し
、
後
世
を
匡
正
す
る
の
志
、
懐
を
離
れ
ず
、
出
で
て
は
則
ち
其

の
利
沢
恩
恵
、
遠
く
天
下
後

世
に
及
ぶ
に
足
る
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
可
な
ら
ず
」。

[孝
弟
、
性
也
]

『論
語
古
義
』
為
政
21
大
註
、
『孟
子
古
義
』
離
婁
上
27
、
告
子
下
2
。

【仁
義
、
徳
也
]

『語
孟
字
義
』
徳
1
、
仁
義
礼
智
3
な
ど
。

【性
者
以
有
於
己
而
言
。
徳
者
以
達
於
天
下
而
言
]

同
様

の

「
性
」
と

「徳
」
(「道
」
)
と
の
対
比
は
、
霊
皿
孟
字
義
』
仁

(13)



伊藤仁斎の訓読法と『論語古義』の成立遇程に関する研究{二) 2T9

義
礼
智
3
、
『童
子
問
』
上

一
四
。

【注
釈

C
I
出
典
そ
の
他
】

[人
皆
有
所
不
忍
。
達
之
於
其
所
忍
、
仁
也
]

『孟
子
』
尽
心
下
31
。

[孟
子
以
孝
弟
為
其
良
知
良
能
]

「
『孟
子
』
尽
心
上
15
に
見
え
る
。
」

[立
人
之
道
、
日
仁
与
義
]

『易
』
説
卦
。

[知
仁
勇
三
者
、
天
下
之
達
徳
也
]

『中
庸
』
18
。

[孟
子
又
以
仁
義
為
人
之
固
有
]

『孟
子
』
告
子
上
6
。

[人
之
性
善
]

『孟
子
』
告
子
上
2
な
ど
。

※

『古
学
先
生
文
集
』
五

「策
問
」
(寛
文
二
年
正
月
十
八
日
)
は
こ
の
章
に
関
す
る
も
の
。

※
東
涯

『弁
疑
録
』
三
1
は
こ
の
章
に
関
す
る
も

の
。

〈学

而
篇

第

三
章

〉

宋

文
】

子
日
、
巧
言
令
色
、
鮮
 
仁
。

審

き
下
し
文
】

子
の
曰
く
、
巧
言
令
色

ハ
、
鮮
シ
仁
。

i14)



人文学部研究論集(第4号)zzs

【小
註
】巧

、
好
。
令
、
善
也
。
鮮
、
少
也
。
言
好
其
言
語
、
善
其
顔
色
、
致
飾
於
外
、
則
偽
耳
。
何
徳
之
有
。

【書
き
下
し
文
】

巧

ハ
、
好
。
令

ハ
、
善
な
り
。
鮮

ハ
、
少
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
ハ
、
其
ノ
言
語

ヲ
好
く
し
、
其
ノ
顔
色

ヲ
善
く
シ
、
飾
リ

ヲ
外

二
致
ス
ト
キ

ハ
、
則
ち
偽

の
み
。
何
ノ
徳
力
之
れ
有
ら
ン
。

【現
代
語
訳
】

「巧
」
は

"立
派
"、
「令
」
は

"善

い
"。
「鮮
」
は

"少
な
い
"
。
そ
の
意
味
は
、

"そ
の
言
葉
つ
き
を
立
派
に
し
、
顔

つ
き

を
善
く
見
せ
て
、
外
面
を
飾
ろ
う
と
す
る
の
は
、
虚
偽
以
外

の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
ど
ん
な
徳
も
そ

こ
に
は
な

い
"
。

【注
釈
A
…
稿
本
】

[則
偽
耳
。
何
徳
之
有
]

「
元
禄
九
年
校
本
」
「元
禄
十
六
年
定
本
」
で
は

「則
ち
徳
を
去
る
こ
と
遠
し
。
其

㊨
仁
少
な

き
こ
と
知
る
可
し
」。
「第
二
本
」
、
「定
本
」
は
判
読
難
。

【注
釈
C

出
典
そ
の
他
】

[巧
、
好
。
令
、
善
也
]

『論
語
集
註
』。

[好
其
言
語
、
善
其
顔
色
、
致
飾
於
外
]

『論
語
注
疏
』
(注
)
に

「巧
言
は
、
其

の
言
語
を
好
く
す
。
令
色
は
、
其
の
顔

色
を
善
く
す
」、
『論
語
集
註
』
に

「其

の
言
を
好
く
し
、
其

の
色
を
善
く
し
、
飾
を
外
に
致
す
」。

(15)
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【大

註
】

此
以
徳
為
仁
。
仁
即
徳
也
。
蓋
孔
門
以
仁
為
学
問
之
宗
旨
、
而
莫
不
従
事
於
此
。
故
不
日
道
、
不
日
徳

、
皆
或
以
仁
命
之
。

蓋
徳
以
仁
為
主
、
而
以
誠
為
本
。
剛
毅
朴
訥
、
外
非
而
内
実
誠
.
故
日
近
。
巧
言
令
色
、
外
似
而
内
実
偽
。
故
日
鮮
。
其
弁

誠
偽
於
幾
微
之
間
、
至
厳
臭
。

【書
き
下
し
文
】

此
レ
徳

ヲ
以
て
仁
ト
為
。
仁

ハ
即
ち
徳
な
り
。
蓋
し
孔
門
は
仁
を
以
て
学
問
の
宗
旨
ト
為
し
て
、
事

二
此
に
従

ハ
ざ
ル
ハ

莫
シ
。
故

二
道
ト
日
は
ず
、
徳
ト
日
は
ず
、
皆
な
或

ハ
仁
ヲ
以
テ
之

二
命

ス
。
蓋

シ
徳

ハ
仁

ヲ
以
て
主
ト
為
て
、
誠

ヲ
以
て

本
ト
為
。
剛
毅
朴
訥
は
、
外
非
に
し
て
、
内
実
に
誠
。
故

二
曰
く
近
シ
ト
。
巧
言
令
色
は
、
外
似
て
、
内
実
に
偽
。
故

二
曰

く
鮮
シ
ト
。
其
ノ
誠
偽

ヲ
幾
微
の
間
二
弁
ス
ル
コ
ト
、
至
厳
ナ
リ
。

【現
代
語
訳
】

こ
こ
で
は
徳
の
こ
と
を
仁
と
言

っ
て
い
る
。
仁
は
徳
そ
の
も
の
で
あ
る
。
思
う

に
、
孔
子
学
派

で
は
仁
を
学
問
の
中
核
に

お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
そ
れ
に
従

い
、
実
践
し
た
。
だ
か
ら
、
道
や
徳
と
言
わ
な
い
で
、
し
ば
し

ば
そ
れ
ら
を
仁
と
言

っ
た
。
思
う
に
、
徳
は
仁
を
中
心
と
し
て
、
誠
を
基
本
と
す
る
。
頑
固
で
無
骨
な
者
は
外
面
は
よ
く
な

い
が
、
内
面
は
誠
そ

の
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら

「
(剛
毅
木
訥
は
仁
に
)
近

い
」
と
言

っ
た
。
言
葉

つ
き
を
立
派
に
し
、
顔

つ
き
を
善
く
見
せ
る
の

は
、
外
面
は
よ
く
見
え
る
が
、
内
面
は
不
誠
実
そ
の
も

の
で
あ
る
。
だ
か
ら

「
(巧
言
令
色
は
仁
が
)
少
な

い
」
と
言

っ
た
。

誠
と
偽
と
の
微
妙
な
差
を
見
分
け
る
態
度
は
、
非
常
に
厳
格
で
あ
る
。

(18)



【注
釈
A
I
稿
本
】

こ
の
部
分
、
各
稿
本
の
改
訂
の
あ
と
が
甚
だ
し
い
た
め
に
、
各
稿
本

の
改
訂
前

の
全
文
を
掲
げ
る
。

な
お

「
元
禄
十
六
年

定
本
」
に
は
論
註
が
あ
る
が
、

一
括
し
て
こ
こ
に
掲
げ
る
。
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「第
二
本
」

「剛
毅
朴
訥
は
、
外
非
に
し
て
、
内
実
に
誠
。
故
に
曰
く
近
し
と
。
巧
言
令
色
は
、
外
似
て
、
内
実
に
偽
。
故
に
曰
く
鮮
し

と
。
其

の
誠
偽
を
幾
微
の
間
に
弁
ず
る
こ
と
、
至
厳
な
り
。
○
孔
門
は
仁
を
以
て
学
の
宗
旨
と
為
す
。

門
人
弟
子
此
に
従
事

せ
ざ
る
は
莫
し
。
故
に
道
と
日
ひ
、
徳
と
日
ふ
は
、
皆
な
仁
を
以
て
之
に
名
つ
く
。
学
者
当

に
之
を
言
表
に
得

べ
く
し
て
、

文
に
従
ひ
て
義
を
生
ず
可
か
ら
ず
」。

「元
禄
九
年
校
本
」

「剛
毅
朴
訥
は
、
外
非
に
し
て
、
内
実
に
誠
。
故
に
曰
く
近
し
と
。
巧
言
令
色
は
、
外
似

て
、
内
実
に
偽
。
故
に
曰
く
鮮
し

と
。
其

の
誠
偽
を
幾
微
の
間
に
弁
ず
る
こ
と
、
至
厳
な
り
。
仁
は
徳
の
長
な
り
。
故
に
孔
門
は
仁
を
以
て
其
の
宗
旨
と
為
し

て
、
門
入
弟
子
此
に
従
事
せ
ざ
る
は
莫
し
。
故
に
道
と
日
ひ
、
徳
と
日
ふ
は
、
皆
な
仁
を
以
て
之
に
名

つ
く
。
而
し
て
夫
子

仁
を
答
間
す
る
も
、
亦
た
或
は
専
ら
徳
を
養
ふ
を
以
て
之
を
告
ぐ
。
蓋
し
仁
に
非
ざ
る
と
き
は
、
則
ち
道
徳
為
る
を
得
ず
、

亦
た
道
徳
に
非
ざ

る
と
き
は
、
則
ち
仁
為
る
を
得
ざ
る
を
以
て
な
り
。
学
者
当
に
之
を
言
意

の
表
に
得

べ
く
し
て
、
文
に
従

ひ
て
義
を
生
ず
可
か
ら
ず
」。

i17)

216

コ
兀
禄
十
六
年
定
本
」

「
此
れ
仁
を
為
す
者
は
誠
を
以
て
主
と
為
さ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
。
蓋
し
仁
は
実
徳
な
り
。
誠
に
非
ざ
れ
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ば
、
則
ち
其

の
徳
を
成
す
こ
と
能
は
ず
。
剛
毅
朴
訥
は
、
外
非
に
し
て
、
内
実
に
誠
。
故
に
曰
く
近
し

と
。
巧
言
令
色
は
、

外
似
て
、
内
実
に
偽
。
故
に
曰
く
鮮
し
と
。
其
の
誠
偽
を
幾
微
の
間
に
弁
ず
る
こ
と
、
至
厳
な
り
」。

「論
に
曰
く
、
或
ひ
と
問
ふ
、
仁
者
は
愛
せ
ざ
る
所
靡
し
。
而
る
に
諦
語
の
言
ふ
所
、
或
は
愛

の
字
と
相
渉
ら
ざ
る
者
有
る

に
似
た
る
は
、
何
ぞ
や
、
と
。
曰
く
、
仁
者
は
其
の
心
愛
を
以
て
体
と
為
す
。
故
に
寛
平
慈
祥
に
し
て
、
専
ら
己
に
反
求
す

る
を
知
り
て
、
入
を
責
む
る
や
甚
だ
薄
し
。
常
に
戚
々
の
憂
無
く
、
亦
た
汲

々
の
需
無
し
。
皆
な

一
の
愛
自
り
流
出
す
。
蓋

し
衆
徳

の
長
な
り
。
故
に
夫
子
仁
を
問
ふ
に
及
ぶ
毎

に
、
則
ち
仁

の
理
を
以
て
せ
ず
し
て
、
必
ず
仁
者

の
心
を
挙
げ
て
之
に

答
ふ
。

 
言

の
能
く
尽
く
す
所
に
非
ざ
る
を
以
て
な
り
。
凡
そ
道
と
日
ひ
、
徳
と
日
ふ
は
、
皆
な
仁
を

以
て
之
に
名
つ
く
。

蓋
し
道
徳
を
為
す
に
は
皆
な
仁
を
以
て
本
と
為
し
て
、
仁
に
非
ざ
れ
ば
則
ち
又
た
以
て
道
徳
を
見
る
こ
と
無
け
れ
ば
な
り
」
。

「定
本
」

「孔
門
の
教
は
仁
を
以
て
学
問

の
宗
旨
と
為
し
て
、
平
生

の
受
用
、
此
に
従
事
せ
ざ
る
は
莫
し
。
故
に
道
と
日
は
ず
、
徳
と

日
は
ず
、
或
は
仁
を
以
て
之

に
命
ず
。
此
の
章

の
如
き
是
な
り
。
蓋
し
徳
は
仁
を
以
て
主
と
為
し
て
、
□
仁
は
誠
を
以
て
本

と
為
す
。
剛
毅
朴
訥
は
、
外
に
質
に
し
て
、
内
に
実
な
り
。
故
に
曰
く
近
し
と
。
巧
言
令
色
は
、
外
に
似
て
、
内

に
偽
る
。

故
に
曰
く
鮮
し
と
。
其
の
誠
偽
を
幾
微

の
問
に
弁
ず
る
こ
と
、
至
厳
な
り
」。

【注
釈
B
I
主
著
】

[仁
即
徳
]

竈
巾孟
字
義
』
徳
1
、
仁
義
礼
智
3
な
ど
。

[孔
門
以
仁
為
学
問
之
宗
旨
]

同
旨
の
言
は
、
『語
孟
字
義
』
仁
義
礼
智
7
、

『語
孟
字
義
』
附

「大
学
非
孔
氏
遺
書
弁
」、

『童
子
問
』
上
四
三
、
五
六
、
『孟
子
古
義
』
公
孫
丑
上
6
、
『古
学
先
生
文
集
』
四

「諸
友
為
余
賀
七
裏

宴
集
講
義
」、
五

「策

問
」
(寛
文
二
年

二
月
十
八
日
)。
『童
子
問
』
上
三
四
で
は

「聖
門
学
問
の
第

一
字
は
是
れ
仁
」。
ま
た

『童
子
問
』
上
四
二
で

ciao
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は

「孔
門

の
諸
子
、
仁
を
以
て
家
常
茶
飯
と
為
す
」
。
『語
孟
字
義
』
仁
義
礼
智
2
で
は

「孔
門

の
学
者
、
仁
義
礼
智
を
以
て

家
常
茶
飯
と
為
す
」。

[不
日
道
、
不
日
徳
、
皆
或
以
仁
命
之
]

同
旨

の
考
え
は
、
『語
孟
字
義
』
仁
義
礼
智
7

[徳
以
仁
為
主
、
而
以
誠
為
本
]

同
旨

の
言
は
、
『語
孟
字
義
』
仁
義
礼
智
6
。
『孟
子
古
義
』
尽
心

下
10
で
は

「
徳
は
仁

を
以
て
成
り
、
仁
は
誠
を
以
て
至
る
」
。
『語
孟
字
義
』
誠
3
で
は

「所
謂
仁
義
礼
智
、
所
謂
孝
弟
忠
信
は
、
皆
な
誠
を
以
て

本
と
為
す
」。

な
お
、
仁
斎
は
学
問
に
は

「本
体

(道
徳
)」
と

「修
為
」
の
二
種
類
が
あ
り
、
「仁
義
礼
智
」
は
前
者
、
「忠
信
敬
恕
の
類
」

は
後
者
に
属
す
と
す
る

(
霊
叩
孟
字
義
』
忠
信
5
、
『論
語
古
義
』
為
政
2
大
註
)。
富
叩孟
字
義
』
敬
2
で
は

「聖
門
の
学
は
仁

義
を
以
て
宗
と
為
し
て
、
忠
信
を
主
と
為
す
」
。
『大
学
定
本
』
1
で
は

「論
孟
」
で
は

「仁
義
礼
智
」
を

「教
」
と
し
、
「孝

弟
忠
信
」
を

「要
」
と
す
る
と
言
う
。

『童
子
問
』
上
三
四
で
は

「聖
門
学
問
の
第

一
字
は
是
れ
仁
、
義

以
て
配
と
為
し
、
礼

以
て
輔
と
為
し
、
忠
信
以
て
之
が
地
と
為
す
」
。
『童
子
問
』
下
二

一
で
は

「仁
義
礼
智
」
を
立
て
て
人
に
由
ら
せ
、
「忠
信
以

て
地
と
為
し
、
篤
敬
以
て
之
を
守
り
、
恕
以
て
之
を
行
ふ
」
。
『童
子
問
』
下
二
三
で
は

「仁
に
居
り
義

に
由
り
、
忠
信
以
て

之
を
守
り
、
敬
恕
以
て
之
を
行
ふ
」。

『仁
斎
日
札
』
5
で
は

「
聖
門
学
問

の
第

一
字
は
是
れ
仁
、
義
を

以
て
配
と
為
し
、
知

を
以
て
輔
と
為
し
、
礼
を
以
て
地
と
為
し
て
、
進
修
の
方
は
専
ら
忠
信
に
在
り
」
。
『仁
斎
日
札
』
53
で
は

「道

の
至
極
は
…

…
君
臣
父
子
夫
婦
昆
弟
朋
友

の
交
り
に
し
て
、
孝
悌
忠
信
を
以
て
本
と
為
す
」
。
『古
学
先
生
文
集
』
二

「論
春
秋
鄭
倍
克
段
」

で
は

隅春
秋
』
は

「仁
義
以
て
本
と
為
し
、
忠
厚
以
て
之
を
出
だ
し
、
礼
儀
以
て
之
を
行

ひ
、
謹
厳
以
て
之
を
成
す
」。

陶誠
偽
]

「誠
」
が

「偽
」
と
対
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
累
叩
孟
字
義
』
誠
1
。

(19}
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【注
釈
C
ー
出
典
そ
の
他
】

[剛
毅
朴
訥
一

『論
語
』
子

路

27
。
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門近

]

『論

語
』

子

路

27
。

伊藤仁斎の訓読法と『論語古義』の成立過程に関する研究(二)

〈学
而
篇
第
四
章
〉

【本
文
】

曽
子
日
、
吾
日
三
省
吾
身
。

【書
き
下
し
文
】

曽
子
ノ
曰
く
、
吾
れ
日
二
三
タ
ヒ
吾
が
身

ヲ
省
み
ル
。

【小
註
】

曽
子
、
孔
子
弟
子
.
名
参
、
字
子
輿
。
三
省
、
猶
言
三
復
。
丁
寧
反
復
之
意
。
凡
三
字
、
在
句
首
者
、
為
三
次
之
義
。
在
句
尾

者
、
為
数
目
之
字
。
如
君
子
之
道
四
、
易
有
聖
人
之
道
四
之
類
、
是
也
。

【書
き
下
し
文
】

曽
子

ハ
、
孔
子
ノ
弟
子
。
名

ハ
参
、
字

ハ
子
輿
。
三
省

ハ
、
猶
を
三
復
と
言
ふ
が
ご
と
し
。
丁
寧
反
復

の
意
。
凡
そ
三
ノ

字
、
句
首
に
在
ル
者

ハ
、
三
次
の
義
為
り
。
句
尾
に
在
る
者

ハ
、
数
目
の
字
為
り
。
君
子
の
道
は
四
、
易
に
聖
人

の
道
有
り

四
の
類
の
如
き
、
是
な
り
。

(20}
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【現
代
語
訳
】

「曽
子
」
は
、
孔
子

の
弟
子
で
、
名
は
参
、
字
は
子
輿
。
「
三
省
」
は
、
「三
復
」
と
言
う
の
と
同
様
で
あ
る
。

つ
ま
り
念
入

り
に
繰
り
返
す
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

一
般
に

「
三
」
と

い
う
字
は
、
句
の
初
め
に
あ
る
と
き
は
、
三
度

の
意
で
あ
る
。
句

末
に
あ
る
と
き
は
、
箇
数
を
表
す
字
で
あ
る
。
「君
子
の
道
は
四
つ
」
、
「易
に
聖
人

の
道
が
四
つ
あ
る
」
な
ど
が
、
そ
れ
で
あ

る
。

【注
釈

A
I
稿
本
】

[三
省
、
猶
言
三
復
。
丁
寧
反
復
之
意
]

「定
本
」
は

「三
省
は
、
三
復
、
三
令

の
類
の
如
し
。
丁
寧
反
復
し
て
其
の
身

を
省
み
る
な
り
」。

[凡
三
字
…
・:
]

以
下
の
議
論
は

「第
二
本
」
書
き
入
れ
段
階
で
現
わ
れ
る
、
「定
本
」
で
は
句
首
に
あ
る
例
と
し
て

「三

た
び
白
圭
を
復
す
」

(『論
語
』
先
進
5
)
、
「
三
た
び
天
下
を
以
て
譲
る
」
(
『論
語
』
泰
伯
1
)
が
、
句

尾
に
あ
る
例
と
し
て

「君
子
の
道
に
貴
ぶ
所
の
者
は
三
」
(
『論
語
』
泰
伯
5
)
、
「君
子
の
道
な
る
者
は
三
」
(『論
語
』
憲
問
30
)
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。

【注
釈

C
I
出
典
そ
の
他
】

[曽
子
、
孔
子
弟
子
。
名
参
、
字
子
輿
]

『論
語
集
註
』
。

[三
復
]

『論
語
』
先
進
5
。

[三
字
、
在
句
首
者
、
為
三
次
之
義
、
在
句
尾
者
、
為
数
目
之
字
]

束
涯

』論

語
古
義
標
註
』
に
、
「
凡
そ
数
目
の
字
、
三

の
如
き
五
の
如
き
、
句
首
に
在
る
者
は
三
次
五
次
の
義
と
為
す
。
泰
伯
三
た
び
天
下
を
以
て
譲
る

(
『論
語
』
泰
伯
1
)
、
南

容
三
た
び
白
圭
を
復
す

(『論
語
』
先
進
5
)、
伊
≠
五
た
び
湯

に
就
き
五
た
び
桀
に
就
く

(『孟
子
』
告
子
下
6
)、
禺
稜
三
た

〔21)
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び
其

の
門
を
過
ぎ
て
入
ら
ず

(『孟
子
』
離
婁
下
29
)
の
如
き
、
是
な
り
。
句
尾
に
在
る
者
は
三
箇
五
箇

の
義
と
為
す
。
子

産
、
君
子
の
道
有
り
四

(『論
語
』
公
冶
長
15
)、
君
子
の
道
な
る
者
は
三

(『論
語
』
憲
問
30
)、
君
子
の
道
に
貴
ぶ
所
の
者
は

三

(『論
語
』
泰
伯
5
)、
就
く
所
三
、
去
る
所
五

(『論
語
』
告
子
下
14
)、
及
び
天
下
の
達
道
五
、
天
下

の
達
徳
三

(『中
庸
』

18
)、
易
に
聖
人
の
道
有
り
四

(『易
』
繋
辞
上
)
の
如
き
、
是
な
り
」
と
こ
れ
ら
の
具
体
例
を
挙
げ
、
か

つ

「三
次
」
は

"三

回
"
に
限
ら
ず

"繰
り
返
し
"
の
意
と
す
る
。
『乗
燭
課
』
二
23
に
も
詳
論
が
あ
る
。

[君
子
之
道
四
]

『中
庸
』
13
、
『論
語
』
公
冶
長
15
。

[易
有
聖
人
之
道

四
]

『易
』
繋
辞
上
。

【本

文
】

為
人
謀
而
不
忠
乎
。
与
朋
友
交
而
不
信
乎
。
伝
不
習
乎
。

【書
き
下
し
文
】

人
の
為
に
謀
り
て
忠
ナ
ラ
ざ
る
か
。
朋
友
と
交
リ
テ
信
ナ
ラ
ざ
る
か
。
習
は
ざ
る
を
伝
ふ
ル
か
。

【小

註
】

孔
氏
日
、
忠
、
謂
尽
中
心
。
信
、
実
也
。
何
氏
日
、
伝
不
習
乎
、

伝
、
謂
受
之
於
師
。
習
、
謂
熟
之
於
己
。
然
前
説
為
長
。

言
凡
所
伝
授
之
事
、
得
無
素
不
講
習
而
妄
伝
乎
。

一
説
、

(22)

 

【書
き
下
し
文
】

孔
氏
ノ
曰
く
、
忠

は

、

中

心

ヲ
尽

く

す

ヲ
謂

ふ

、

と

。

信

は

、

実

な

り

。

何

氏

ノ

曰

く

、

習

は
ざ

る

ヲ
伝

ふ

ル

か

ト

ハ
、



人文学部研究論集(第4号)210

凡

ソ
伝
授
ス
ル
所
の
事
、
素
ヨ
リ
講
習
セ
ず
し
て
妄
り

二
伝

フ
ル
コ
ト
無
き
を
得

ル
ヲ
言
ふ
、
と
。

一
説
に
、
伝
は
、
之
を

師
に
受
く
る
を
謂
ふ
。
習
は
、
之
を
己
に
熟
す
る
を
謂
ふ
、
と
。
然
れ
ど
も
前
説
を
長
ぜ
り
と
為
。

【現
代
語
訳
】

孔
安
国
は

「忠
は
、
真
心
を
尽
く
す
こ
と
を
言
う
」
と
す
る
。
「信
」
は

"誠
実
"。
何
嬰
は

「伝
不
習
乎
」
は
、
「す
べ
て

教
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
平
素
講
習
し
な
い
で
、

い
い
か
げ
ん
に
人
に
伝
え
な
か

っ
た
か
」
の
意
と
す
る
。

一
説
に
、
「
伝
は
、

師
か
ら
教
え
を
受
け
る
こ
と
。
習
は
、
そ
れ
を
自
身
に
習
熟
す

る
こ
と
」
と
す
る
。
し
か
し
前
説
の
方

が
勝

っ
て
い
る
。

【注
釈
A
I
稿
本
】

[孔
氏
日
、
忠
、
謂
尽
中
心
。
信
、
実
也
]

「
元
禄
十
六
年
定
本
」
ま
で
は

「己
を
尽
く
す
を
之
れ
忠
と
謂
ひ
、
実
を
以

て
す
る
を
之
れ
信
と
謂
ふ
」。

[
一
説
…
…
]

以
下
の
議
論
は

「
元
禄
九
年
校
本
」
で
初
め
て
現
わ
れ
る
。
「定
本
」
で
は
削
除

の
指
示
あ
り
。
こ
れ
は

底
本

の

「此

一
説
削
り
た
き
も

の
。
か
や
う

の
こ
と

い
は
ば
、
か
た
は
し
云
べ
し
。
皆
な
人
の
能
く
知
る
こ
と
」
と

い
う
付

箋
を
承
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
ウ

【注
釈
B
I
主
著
】

[孔
氏
日
、
忠
、
謂
尽
中
心
。
信
、
実
也
]

翌
叩孟
字
義
』
忠
信
-
等
で
は
、
程
願

の

「己
を
尽
く
す
を
之
れ
忠
と
謂
ひ
、

実
を
以
て
す
る
を
之
れ
信
と
謂
ふ
」
(『程
氏
遺
書
』

=

、
珊
)
を
引
く
。

(23}
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【注
釈
C
-
出
典
そ
の
他
】

[孔
氏
日
、
忠
、
謂
尽
中
心
。
信
、
実
也
]

「孔
氏
」
は
孔
安
国
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
実
は

「忠
、
謂
尽
中
心
」
は

『論
語
注
疏
』
里
仁
15
の
邪
疏

の
文

(同
箇
所

の

『論
語
古
義
』
で
は
、
や
は
り
初
め
こ
れ
を

「孔
氏
」

の
語
と
し
て
引
用
し

て
い
る
が
、
の
ち
訂
正
さ
れ
て
い
る
)。

[何
氏
日
…
…
]

「何
氏
」
は
何
嬰
。
「凡
所
伝
授
之
事
、
得
無
素
不
講
習
而
妄
伝
乎
」
は

『論
語
注
疏
』

の
邪
疏
の
文

(何
嬰
自
身
の
語
は
や
や
異
な
る
)。
な
お
、
東
涯

『弁
疑
録
』
三
3
で
何
曇
等

の
説
が
正
し
い
こ
と
が
詳

述
さ
れ
て
い
る
。

[伝
、
謂
受
之
於
師
、
習
、
謂
熟
之
於
己
]

『論
語
集
註
』
。

【大

註
】

此
曽
子
於
此
三
者
、
常

々
無
忘
於
心
、
又
毎
日
三
次
、
疎
動
興
起
、
自
省
其
身
、
若
此
。
可
謂
於
為
学

之
道
、
無
余
薙
夷
。

【書
き
下
し
文
】

此
レ
曽
子
此
ノ
三
者

二
於
い
て
、
常
々
心

二
忘
る
ル
コ
ト
無
ク
、
又
た
毎

日
三
次
、

コ
ト
、
此
く

の
若
シ
。
学
を
為
す
の
道
に
齢
い
て
、
余
蔽
無
し
と
謂
ふ
可
し
。

辣
動
興
起
、
自

ラ
其
ノ
身
ヲ
省
み
ル

【現
代
語
訳
】

こ
れ
は
曽
子
が
こ
の
三

つ
の
こ
と
を
、

い
つ
も
心
に
銘
記
し
、
ま
た
毎
日
何
度
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
実
践
で
き
て
い
な

い
か
を
畏
れ
、
ま
た
そ
れ
を
誠
実
に
実
践
し
よ
う
と
奮
起
し
、
そ
れ
が
実
践
で
き
た
か
ど
う
か
反
省
す
る
。
こ
の
よ
う
に
曽

子
は
い
つ
も
こ
の
三
つ
の
事
柄
の
実
践
に
カ
を
尽
く
し
て
い
た
。
学
問
の
仕
方
を
余
す
こ
と
な
く
示
し

て
い
る
。

(24)
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【注
釈
A
i
稿
本
】

[可
謂
於
為
学
之
道
、
無
余
藍
莫
]

「第

二
本
」

で
は

「切
な
り
と
謂
ふ
可
し
」
と
し
、
そ
の
後

に

『論
語
集
註
』

の

「曽
子
此
の
三
者
を
以
て
日
に
其
の
身
を
省
み
、
有
れ
ば
則
ち
之
を
改
め
、
無
け
れ
ば
則
ち
勉
め
を
加
ふ
。
其
の
自
ら
治
む
る

の
誠
切
此
く
の
如
し
。
学
を
為
す
の
本
を
得
た
り
と
謂
ふ
可
し
。
而
し
て
三
者
の
序
は
、
則
ち
又
た
忠
信
を
以
て
伝
習
の
本

と
為
す
」
を
引
く
。

「定
本
」
で
は
、
こ
の
部
分
は

「蓋
し
此
の
三
者
は
、
皆
な
人
の
為
に
筍
も
せ
ざ
る
の
事
。
曽
子
此
を
以
て
自
ら
省
み
る
と

き
は
、
則
ち
古
人

の
身
を
修
む
る
所
以
の
者
は
、
専
ら
人
を
愛
す
る
を
以
て
本
と
為
す
。
故
に
其
の
自

ら
省

み
る
所

の
者
も
、

亦
た
人
の
為
に
す
る
に
在
り
て
、
後
世
の
学
の
外
誘
を
絶
ち
思
慮
を
屏
く
る
を
以
て
省
身
の
要
と
為
す

が
如
き
に
非
ざ
る
こ

と
、
従
ひ
て
知
る
可
し
」。
な
お
、
同
様
の
議
論
が
東
涯

『弁
疑
録
』
三
2
に
あ
る
。

【論

註
】

論
日
、
古
者
道
徳
盛
、
而
議
論
平
。
故
惟
言
孝
弟
忠
信
足
 
。
聖
人
既
没
、
道
徳
初
衰
、
道
徳
初
衰
、
而
議
論
初
高
、
及
乎

其
愈
衰
也
、
則
議
論
愈
高
、
去
道
徳
愈
益
甚
。
人
皆
知
悦
議
論
之
高
、
而
不
知
其
実
去
道
徳
益
遠
莫
。
仏
老
之
説
、
後
儒
之

学
、
是
巳
。
蓋
天
地
之
道
、
存
干
人
。
人
之
道
、
莫
切
於
孝
弟
忠
信
。
故
日
、
惟
言
孝
悌
忠
信
足
夷
。
若
曽
子
之
言
、
後
世

学
者
、
軌
能
識
其
造
於
至
極
、
而
無
復
可
加
者
乎
哉
。
観
後
篇
答
孟
敬
子
将
死
之
語
、
与
此
章
意
、
若
出

一
轍
、
則
知
此
章

蓋
出
於
其
晩
年
、
而
非
初
年
之
言
也
。
然
則
曽
子

一
生
之
学
、
謂
此
章
尽
之
、
可
 
。
先
儒
惜
其
嘉
言
善
行
、
不
尽
伝
於
世

者
、
亦
不
足
為
深
知
論
語
也
。

(25)

f:

【書
き
下
し
文
】

論

二
日
ク
、
古

ハ
道
徳
盛

ニ
シ
テ
、
議
論
平
ら
か
ナ
リ
。
故

二
惟
だ
孝
弟
忠
信
を
言
ひ
て
足
れ
り
。
聖
人
既
二
没
し
、
道
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徳
初
め
テ
衰

へ
、
道
徳
初
め
テ
衰

ヘ
テ
、
議
論
初
め

テ
高
ク
、
其
ノ
愈
ー

衰
ふ
ル
ニ
及
ん
テ
ハ
、
則
ち
議
論
愈
ー

高
う

シ
テ
、
道
徳

ヲ
去
ル
コ
ト
愈
ー

益
ス
こ
と
甚
だ
シ
。
人
皆
な
議
論

の
高
き
ヲ
悦
ぶ
コ
ト
ヲ
知

つ
テ
、
其
ノ
実
道
徳

ヲ
去
ル

コ
ト
益
く

遠
キ
ヲ
知
ら
ず
。
仏
老
の
説
、
後
儒

の
学
、
是
ノ
ミ
。
蓋
し
天
地
の
道

ハ
、
人

二
存
す
。
人
の
道

ハ
、
孝
弟
忠

信
ヨ
リ
切
ナ
ル
ハ
莫
し
。
故

二
曰
く
、
惟
だ
孝
悌
忠
信
を
言
ひ
て
足
れ
り
、
と
。
曽
子

の
言
ノ
若
き
、
後
世
ノ
学
者
、
就
力

能
ク
其
ノ
至
極

二
造
り
テ
、
復
タ
加
ふ
可
き
無
き
者
ナ
ル
コ
ト
ヲ
識
ら
ン
や
。
後
篇
孟
敬
子

二
答
ふ
ル
将

二
死
せ
ン
ト
ス
ル

の
語

ヲ
観

ル
ニ
、
此
ノ
章
ノ
意
と
、

一
轍
に
出
つ
る
が
若
キ
ト
キ
ハ
、
則
ち
知
ル
此
ノ
章
蓋
シ
其

ノ
晩
年

二
出
で
テ
、
初
年

の
言

二
非

ス
。
然
ら
バ
則
ち
曽
子

一
生

の
学
、
此
ノ
章
之
を
尽
く
セ
リ
ト
謂
ひ
テ
、
可
ナ
リ
。
先
儒
其

ノ
嘉
言
善
行
、
尽
ク

世
に
伝
ラ
ざ

ル
コ
ト
ヲ
惜
し
ム
者

ハ
、
亦
た
深
ク
論
語

ヲ
知
る
と
為
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

【現
代
語
訳
】

「孝
弟
忠
信
」
を
説
く
こ
の
曽
子
の
語
こ
そ
が
最
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。

古
は
道
徳
が
盛
ん
で
あ
り
、
議
論
は
穏
や
か
で
あ

っ
た
。
だ
か
ら

「孝
弟
忠
信
」
を
言
う
だ
け
で
十
分
で
あ

っ
た
。
聖
入

が

い
な
く
な

っ
て
か
ら
、
道
徳
は
衰
え
は
じ
め
た
。
道
徳
が
衰
え
は
じ
め
る
と
、
議
論
が
し
だ

い
に
抽
象
的
に
な

っ
て
い
っ

た
。
道
徳
が
ま
す
ま
す
お
と
ろ
え

る
に

つ
れ
、
議
論
は
い
よ
い
よ
抽
象
性
を
増
し
、
ど
ん
ど
ん
と
道
徳
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い

っ
た
。
人

々
は
抽
象
的
な
議
論
を
喜
ん
で
、
実
際
に
は
道
徳
か
ら
ま
す
ま
す
遠
ざ
か

っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な
か

っ
た
。

仏
教
や
老
荘

の
説
、
後
世
の
儒
学
が
、
そ
の
よ

い
例
で
あ
る
。
思
う

に
、
天
地
の
道
は
人
に
か
か

っ
て
い
る
。
人

の
道

は

「孝
弟
患
信
」
が
最
も
大
切
で
あ
る
、
だ
か
ら
、
「孝
弟
忠
信
」
を
言
う
だ
け
で
十
分
だ

っ
た
、
と
私
は
言

っ
た
の
で
あ
る
。

後
世

の
学
者
は
、
曽
子
の
語
が
最
上
の
も
の
で
、
こ
れ
以
上
付
け
加
え
る
も

の
が
な

い
こ
と
を
分
か

っ
て
い
な

い
。
後
篇
の

臨
終

の
際
、
孟
敬
子
に
答
え
た
言
葉
を
見
る
と
、
こ
の
章

の
考
え
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
こ
の
章
が
お
そ

ら
く
晩
年

の
も
の
で
あ
り
、
初
年
の
言
葉
で
な

い
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
曽
子

の

一
生
の
学
問
は
、
こ
の
章
が
そ
れ
を

(26)



尽
く
し
て
い
る
と
言

っ
て
よ

い
の
で
、
先
儒
は
、
曽
子
の
立
派
な
言
動
が
す
べ
て
は
世
に
伝
わ

っ
て
い
な

い
こ
と
を
惜
し
ん

で
い
る
が
、
深
く

『論
語
』
を
知
る
も

の
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

【注
釈
A
I
稿
本
】

こ
の
部
分
が
ほ
ぼ
底
本
の
形
に
な
る
の
は

「
元
禄
九
年
校
本
」
の
書
き
入
れ
の
段
階
。
各
稿
本
の
改
訂

の
あ
と
が
甚
だ
し

い
た
め
、
以
下
、
「第
二
本
」
「元
禄
九
年
校
本
」
の
改
訂
前
の
全
文
を
掲
げ
る
。
な
お
、
「元
禄
十
六
年
定

本
」
「定
本
」
は
底

本
と
ほ
ぼ
同
じ
。
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「第
二
本
」

「学
術

の
世
道
を
離
る
る
こ
と
久
し
。
何
と
な
れ
ば
、
古
人
の
学
は
実
な
り
。
今
人
の
学
は
虚
な
り
。
蓋
し
古
人
の
学
は
虚

無
の
相
滑
ず
る
こ
と
無
し
。
故
に
近
く
し
て
用
有
り
。
今
人
の
学
は
雑
ふ
る
に
異
端
口
口
説
を
以
て
す

。
故
に
功
無
し
。
曽

子
の
此
の
言
を
観
て
、
以
て
今
人
の
古
人
と
異
な
る
を
見
る
可
し
」
。

「元
禄
九
年
校
本
」

「論
に
曰
く
、
鳴
呼
、
古
は
道
徳
盛
に
し
て
、
議
論
平
ら
か
な
り
。
故
に
只
だ
孝
弟
忠
信
を
言
ひ
て
足

れ
り
。
聖
人
既
に
没

し
て
、
道
徳
初
め
て
衰
ふ
。
道
徳
初
め
て
衰

へ
て
、
議
論
初
め
て
高
し
。
其

の
愈

い
よ
衰
ふ
る
に
及
ん
で
や
、
則
ち
議
論
愈

い
よ
高
く
し
て
、
道
徳
を
去
る
こ
と
愈

い
よ
益
ま
す
高
し
。
人
皆
な
議
論
の
高
き
を
悦
ぶ
こ
と
を
知
り

て
、
其

の
実
道
徳
を

去
る
こ
と
甚
だ
遠
き
を
知
ら
ず
。
是
に
於

い
て
理
を
説
き
、
心
を
説
き
、
虚
を
説
き
、
無
を
説
き
、
種
種

の
虚
霊
不
昧
、
沖

漠
無
朕
等

の
説
起
こ
る
。
此
れ
皆
な
老
仏
の
緒
余
に
し
て
道
徳
の
本
然
に
非
ず
。
蓋
し
天
地
の
道
は
、
全
く
人
に
存
す
。
人

の
道
は
、
孝
弟
忠
信
よ
り
切
な
る
は
莫
し
。
故
に
曰
く
、
只
だ
孝
悌
忠
信
を
言
ひ
て
足
れ
り
、
と
。
曽

子
の
言

の
若
き
、
後

(27)
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世
の
学
者
、
軌
か
能
く
其

の
至
極
に
造
り
て
、
以
て
復
た
加
ふ
可
き
者
無
き
を
識
ら
ん
や
」。

【注
釈
B
I
主
著
】

[道
徳
初
衰
、
而
議
論
初
高
…
…
]

同
旨
の
言
は

「論
尭
舜
既
没
邪
説
暴
行
又
作
」
、
『童
子
問
』
上

一
〇
、
「議
論
」
と

「徳
行
」
を
対
比
的
に
述
べ
る
例
は
、

『語
孟
字
義
』
理
2
。

[天
地
之
道
、
存
干
人
]

『童
子
問
』
下
五
〇
で
は

「入
倫
有
る
と
き
は
、
則
ち
天
地
立

つ
。
人
倫
無
き
と
き
は
、
則
ち

天
地
立
た
ず
」。
ま
た
、
『童
子
問
』
上
八
、
『論
語
古
義
』
子
牢
30
で
は

「人
の
外
に
道
無
く
、
道
の
外
に
人
無
し
」
(こ
の
語

は
も
と

『論
語
集
註
』
衛
霊
公

28
の
語
)。

[人
之
道
、
莫
切
於
孝
弟
忠
信
]

同
様

の
考
え
は

『童
子
問
』
上
八
、

一
九
。
ま
た

『童
子
問
』

下
二
五
で
は
程
順

の

「人
道
は
唯
だ
忠
信
に
在
り
」
と

い
う
語
を
確
言
と
し
て
引
く
。

【注
釈
C
ー
出
典
そ
の
他
】

[答
孟
敬
子
将
死
之
語
]

『論
語
』
泰
伯
5
。

[此
章
蓋
出
於
其
晩
年
]

『論
語
大
全
』
引
く
朱
子
語
に

「
(三
省
は
)
是
れ
曾
子
晩
年
進
徳

の
工
夫
」
。

[先
儒
惜
其
嘉
言
善
行
、
不
尽
伝
於
世
]

『論
語
集
註
』
(謝
良
佐
の
語
)
に

「惜
し
い
か
な
、
其
の
嘉
言
善
行
、
尽
く
は

世
に
伝
は
ら
ず
」
。

楽

『古
学
先
生
文
集
』
五

「策
問
」
(寛
文
二
年
二
月
十
八
日
)
は
こ
の
章
に
関
す
る
も
の
。

※
東
涯

『弁
疑
録
』
三
2
、
3
は
こ
の
章
に
関
す
る
も
の
。

(二
〇
〇
〇
年
四
月
十
五
日

受
理
)
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